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I. はしめに
知的障害児,特に自閉傾向を併せ持つ自閉性知
的障害児に対する治療的アプローチは,症児と治
療者間のコミュニケーションが成立 しにくいとい
う点で,非常に困難さをともなうといわれている1)。
自閉性知的障害児は,視覚と触覚をフルに発揮 し
て,物へ関わり,一人で感覚遊びに没頭すること
ができる。 しかし,他者と向き合うことや,他者
と物を介在させて遊ぶことができない場合が多い。
ここが, これまでの知的障害児へのアプローチと
は大きく異なる点である。
一般に, さまざまな概念は,人 と人との関係
(対人関係)が成立 し,そ の中に対象となる物が
あって (対物関係),その二者の関係性の中で獲
得されていくものである2)。しかし,自閉性知的
障害児は,対人関係を取 り結ぶことなく独自の対
物関係をつくり,その開ざされた中で,彼 ら特有
の概念を身につけてしまう。結果的に,他者と共
有できる概念が形成されないままになり,彼 らの
自閉的な意味世界はますます強化されるのである。
ここでは, 自閉性知的障害児に対 して音楽療法
的アプローチを行い, 自閉性の緩和と他者との情
緒的交流を促進する二者関係の成立を図りたい。
Ⅱ.症  例
〈対象児〉M,男児, 9歳,養護学校小学部3年生
〈障害名〉自閉性知的障害児
〈家 族〉父,母,弟 (2歳下, 6歳下),祖母,
本児の6人家族。
家族歴に特記すべき遺伝負因はない。
〈生育歴〉胎生時には特に問題はない。出産時は
膀帯纏絡があったが正常分娩で,産声や乳の吸い
つきは強かった。 1歳ころ片言があったが,その
後消失する。言葉の発達が遅れているので, 2歳
半の時にK大学病院耳鼻科を受診する。その後,
「多動,言葉がない,視線が合わない」という理
由で, 2歳10ヵ月から障害幼児の通所センターに
通い, 3歳3ヵ月からI病院言語訓練教室に通所
する。 3歳時にひきつけを起こし脳波検査を行っ
たが,異常なし。以後,現在まで熱性痙攣が時々
あり,バルプロ酸ナトリウム (400mg/日)を服
薬している。 7歳時に,行動統制のつよい療法で
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有名なC苑に 1年間通 う。
〈現在の状況〉Mは,発語のない自閉性知的障害
児である。徹底的な行動療法の指導者のもとで認
知指導を受けてきた。その方法は,知的な学習場
面だけでなく日常生活にも及び,家庭でも同様の
方法で指導することが義務づけられていた。筆者
がMと出会ったのは, 3年生の4月。無表情で視
線を合わせない。唾を指でこねる遊びをなんとな
く続けているという所在ない様子が印象的であっ
た。色や形の弁別は難なくできる。 しかし,唾を
こねながら投げやりな感 じであっという間にして
しまう。Mと筆者が同じ空間にいるはずなのに,
一緒にいるという感 じが持てない,まるで二人の
あいだに見えない壁があって,Mが筆者の存在を
認めていないような雰囲気があった。筆者からM
への志向性ばかりが一方的に強く現れていた。筆
者は対人関係が取りにくい自閉性知的障害児であっ
ても,まず人として向き合う意識があって,その
二者関係のなかで課題が共有され,学習は成立す
るものである3)とぃぅ立場から,指導の計画を立
てた。
Ⅲ.方  法
次のような課題を設定 した。
・情緒の安定を図る。音楽と多様な活動を組み
合わせて,心身の緊張を緩和 し, リラックス
した状態をつくる4)。
・コミュニケーションに有効な音楽の要素を生
か し1),人への関心を促す。
・音楽療法で培われた三者関係を基盤に,認知
の発達を促す。
セッションは,X年4月からX+1年3月まで,
週 1回50分,計34回行う。各セッション毎の内容
は,次の通りである。毎回, 1から5までの内容
を同じ順序で,繰り返 し行なう。
1.ボディーボール…身体のリラクゼーション,
固有感覚の刺激,情緒の安定
2.歌遊び…呼名一応答,握手 (歌遊びを使う)
① 「○○ちゃん→はあい」 。¨お互いの両手を
あわせ, リズムをとりながら呼名,応答
② 「せんせいとお友達」 ・¨歌のなかに名前を
入れて歌う,握手をする
3.手遊び…身体に触れるもの,身体模倣を伴
う歌遊び
③ 「いっぼんばしこちょこちょ」 。¨身体をく
すぐる歌遊び
④ 「とんとんとんあたまだよ」 ・¨頭や顔など
に触れる
4。やりとり遊び…押す一引く,投げる一受け
取るなどの活動の伴うもの
⑤ 「ぎっこん ばったん」“・向かい合って座
り,両手をつないで前後に倒れることを繰
り返す
⑥背中相撲…背中合わせで座り,押したり押
されたりする
⑦キャッチボール…ボールを転がして,相手
に渡す,ボールを投げて相手に渡す
相手からのボールを両手で受け取る
5.認知活動…色や形,大きさなどの弁別と分
類,順序づけなどの認知活動
Ⅳ。結  果
ここでは,セ ッションのなかの 1, 3, 4につ
いての結果を述べる。
1.ボディーボールを媒介にした関わリ
ここでは,二者関係の成立を促す素材として,
ボディァボールを使用 し活動を開始 した。
〔第 1ステージ :身体感覚が,い地よい
ボディーボールでリラックス〕
ここでの目標は,身体的 ・精神的緊張を緩和 し,
Mが筆者と一緒にいることがJらヽ地よいと感 じられ
る関係をつくることである。一緒に何かをすると
いうよりも,傍にいてもいいと感 じられる感覚を
育てることに重点を置いた。
直径70Cmの柔 らかい素材のボディーボール
は,Mの お気に入りだった。部屋に入るとすぐに
その上にだらんと寄り掛かって,少 し弾みをつけ
なが ら身体を揺 らしている。 この際,大 江光の
日記指導によって意思表示能力が開発された一自閉症児
「大江光 お、たたび」をBGMとして流 した。
Mの表情に硬さはないものの,視線が宙を漂い,
相変わらず指で唾をこねて,所在のない様子は相
変わらずである。ボディーボールでMが遊んだよ
うに,筆者もMの動きを真似てみた。身体とボー
ルの接点が適度な圧迫感で心地よい。身体に反動
をつけると,少 しの力で大きく弾んでくれる。ま
た,ボールの上に寝ころんで,少 し転がして上体
を前後に揺 らすと固有感覚や平衡感覚が刺激され,
視覚的な刺激とともに,不思議な身体感覚を味わ
うことができた。Mは, しだいに緊張 した硬い表
情が緩み,視線が柔 らかくなっていった。脱力 し
てボールに身体を委ね, クー ン, クー ンという穏
やかな声が漏れてくる。このようなMの表情の変
化から,Mが この不思議な身体感覚を好んでいる
ことを読み取ることができた。 この時点では,筆
者がMに向かい合う姿勢をとると,Mはさっと身
体の向きを変えて避けるような行動をとるので,
彼の背中や足を持って揺らしながら声をかけるよ
うにした。心身の緊張は緩んできたものの,人へ
の関心はまだのようである。Mは筆者と視線を合
わせず,無表情のまま全身で 「自閉性」を表現 し
ていた。
〔第 2ステージ :ボディーボ…ルで
コミュニケーション〕
ここでは,ボディーボールを媒介にした三者関
係をつくることが目的である。
Mはボディーボールに身体を預け弾ませたり揺
れたりしているとき,「n―」 という音声が日か
ら漏 らすようになった。あたかも乳児が要求が満
たされて心地よいときに漏 らすような,喉に緊張
のない開放された発声である。筆者はMの 「n―」
という発声を真似てMの視線が届く位置に身を置
いた。弾んでいるときは,「n―On―On-0…」
と動きに合わせて音を区切り,揺れているときは,
「n― ・… ・n-0…」 と揺れに合わせて発声の
仕方を変え,Mの身体の動きと耳から入る音声は
同調するようにした。
Mは,ボールの上に腹這いになって身体を延ば
し,揺れる動きを好むようになった。その揺れに
合わせて筆者が 「n―・・|○○ちゃん ln―・・
IMちゃん」と歌うと,Mは 「n-0…・n―・…」
と声を出し,筆者の顔を見て微笑むようになった。
ボディーボールを媒介にして, このやり取りを
繰り返すうちに,た しかにMか ら筆者へ向かって
くる`意識'を感 じることができた。単に,物体と
して二人の身体がその場に存在するのではなく,
目の前の人を意識 した身体の動きと発声が,お互
いの動きのなかに生まれてきたのである。明らか
に,Mが ボディーボールで自己刺激的な遊びに没
頭 している閉 じた世界ではなくなっていた。
〔第3ステ‐ジ :情緒の安定とかかわり合う身体〕
この段階では,媒介物であるボディーボールを
越えて,Mと筆者の二者関係を楽 しむようになる
ことが目的である。
23回目のセッションで,Mは初めから不機嫌な
顔のまま部屋に入ってきた。ボディーボールに身
体を預けてはみたものの,気持ちは納まらない。
ボディーボールから離れて,床に寝ころび声を上
げて泣いている。「n― !」とカー杯の緊張 した
発声とともに,拳を握りしめ地団駄を踏んで怒っ
ている。筆者は,穏やかなBGMをかけて,ボディー
ボールを揺 らしながら 「Mちゃん…」とMに呼び
かけた。Mは視線を筆者に向けながらも,気持ち
が納まらず床を転がって泣いている。筆者は,静
かにボディーボールを転がしながら,Mが くるの
を待った。 しばらくして,Mの泣き声が弱まり怒
りの動きも止まった。そして,ゆ っくり起き上が
り,ボディーボールに向かって歩きだしたのであ
る。不愉快そうな顔をしながらも,ボディーボー
ルに身を預けゆっくり揺れながら,その揺れの向
こう側にいる筆者の身体に身体の重みを預けてき
た。そして,ついにMは筆者の膝に乗って,胸に
顔を埋めながら,両手でぎゅっと筆者の背中を抱
き, くんくんという柔 らかい甘えた声を出しはじ
めた。Mは,気持ちの落ち着きを取り戻 し,筆者
の手を自分の顔に持っていったり, 目を合わせて
微笑み,顔を擦 り寄せてきたのである。
その後もセッションの初めにはゆるやかな曲,
テンポのゆっくりした曲をかけ,ボディーボール
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で揺れながらお互いの身体に触れる感触を楽 しむ
ことから活動が開始された。曲が終わると,Mの
動きも止まる。「あれっ?」という表情で,「もう
この曲は終わったの?またならしてよ。」 という
ように筆者をじっと見つめる。再び曲が始まると,
安心 したように筆者から目を離 し,ボディーボー
ルを揺 らしはじめる。Mの表情は,ゆ ったりとし
て緊張のない穏やかな微笑みをたたえていた。
「一緒に, こ にいる」 という相手の存在を認め
合う安心感に満ち溢れた空間がそこにはあった。
ここでは,ボール自体の素材の効果に,音楽の情
動を揺さぶり,安定させる効果2)が融合 し,症児
の心身の緊張をほぐす目的が達成された。
2.手遊び,や りとり遊びを通 した関わり
③ と④の活動は,短いサイクルで繰 り返 しのあ
る歌遊びの中で身体接触を目的とする活動である。
Mは初めからくすぐられることを楽 しむことがで
きた。歌遊びを取り入れることによって, くすぐ
られることを期待 して歌を聞 く間を待つことがで
き,その間に筆者へ視線を向けるようになった。
④の歌遊びは身体の部分を指 したり,触 ったりす
る模倣遊びである。セッションの 7回目から,頬
や口を指す動作の模倣ができるようになった。ま
た,筆者と役割を交代 して,Mが筆者の手をくす
ぐったり,顔や頭に触れることもできるようになっ
た。
⑤～⑦は,人への注目をさらに高めるための活
動である。17回目のセッション中,⑤の活動で次
のような関わりがあった。 くすぐり遊びで,笑い
ながらごろんと横たわったMの手を取り,向かい
合って座り,「ぎっこん ばったん」を始まった。
これは,交互に起きたり,寝ころんだりする遊び
だが,体重をうまく相手に預けたり,相手を引っ
張ったりしなければならず,二人の呼吸がうまく
合わないと続かない活動である。Mはこの遊びの
こつが分かると,筆者の顔と視線をあわせ何度も
この動作を続けることができた。
34回目のセッションでキャッチボールが成立 し
た。Mが,筆者とボールを見て,両手を広げて受
け取る姿勢をとり,受け取ったあと,今度は筆者
が受け取る姿勢をとったことを確認 して,ボール
を高 く掲げ勢いをつけて筆者に向かって投げる。
単にボールをやりとりしているだけではなく,そ
こにはお互いの意図と身体の志向性を感 じながら,
気持ちのやりとりが成立しているという実感があっ
た。
V.考   察
自閉症 (自閉性知的障害も含む)は,乳幼児の
ころから抱き上げようとしても抱きつかないとか,
視線を合わそうとしないというような対人的反応
の欠如,つまり,極端な自閉的孤立が,人生のか
なりの早期に始まるという特徴がある9)。そして,
その特徴は生涯を通 じて彼 らの病態の中心を示 し
ており,知的な障害を持たない高機能自閉症にお
いても,他者の感情を読みとり,自分の状況を客
体化することができないという 「相互主観的交流」
の欠如が,一義的な診断基準になっている10)。
実際に我々が 「自閉性」を突きつけられるのは,
自閉症に直接対峙したときである11)。向かい合っ
たとき,体験的に二人の人間がある距離に近づい
たとき起こりうる視線のやり取りや, これから取
り結ばれるかもしれない関係性への気配を感 じる
ことが難 しいのである。 もう一人の人間に対する
気持ちの志向性が,二人のあいだを行き来すると
いう実感が持ちにくいのである。 しかしながら,
向き合った二人の身体が,単に物理的に存在する
のではなく,何 らかの表出とある意図を持った志
向性を持った主体として認識することは,すべて
の活動の原点にあるべきものと考える。
症児は感覚一運動 レベルで快をもたらしてくれ
るボディーボールを好んだ。心地よいBGMと心
地よい身体感覚が重なり,心身ともに開放された
状態になったといえるだろう。筆者は,その中に
溶け込むように存在することから始めた。彼の揺
れに同調 し,彼の発声に同調 しながら,傍にいて,
筆者の存在もまた,症児にとって心地よいものに
なっていったのである。「一緒にいる」 というこ
とは,単に二人の人間が物理的にそこにいればよ
日記指導によらて意思表示能力が開発された一自閉症児
いということではなく,お互いに気持ちを向け合
い,それを受け止め合い,肯定的な情動を共有 し
てそのことを喜び合うという意味があるという5)。
Mが筆者に正面から向き合い,視線を合わせ,身
体の重みを預けながらギュッと抱きついてくる行
動には,確かに筆者の存在を求めてくるMからの
志向性を感 じることができた。Mは筆者を,「自
分を受けとめてくれる相手」として認め,筆者か
らの志向性の中に身を委ねることができたのであ
る。相手からの志向性を受けとめるということは,
自らの存在を相手に向かって開 くということであ
る6)。ボディーボールを通 した関わりのなかで,
Mと筆者の双方が能動的にかかわり合う関係づく
りができたといえるだろう。
歌遊び 。やりとり遊びは,浜田7)の次のよう
な理論を参考にした。浜田は,人と人が出会った
とき,そこには物と物との間には生 じないことが
起きる。相手と同じ形をとる (同型)という活動
と,相手の働きかけを受け止め自分の働きかけを
返す (相補)という活動の二つがあるという。同
型的活動は,動きを模倣する身体的なものであり,
その結果,身体内部で起こる情動までもが同じよ
うに伝染する。同型は他者との感情や思いの重な
りにつながる身体の働きであり, この同型活動こ
そ他者理解の基盤であるという。
一方,相補的な働きというのは,周囲の他者に
対 して別個の身体を持つものとして対峙すること,
つまり,相互の個別性を前提にしたやりとりのこ
とをいう。同型が共感的に相手に身を重ねるもの
だとすれば,相補は自分とは区別された他者に対
して自分の身体を立てるものであるといえる。こ
の相補的活動は,発達的にみて他者とのやりとり
関係に重要な役割を持っているのである。
セッションの中でおこなった 「あいさつ,手遊
び,や りとり遊び」 は, この 「同型的活動」 と
「相補的活動」を取 り込んだ活動である。彼 らと
一緒になにかをするとか,かかわり合うという感
覚を持てる活動は,まず,お互いの身体 レベルで
の同型的活動である。歌遊びの形をとって繰り返
し模倣 し,身体接触の心地よさや リズミカルに動
くことの楽 しさを共有 したいと考えたのである。
身体的レベルでの相補的活動では,相手の行動
を期待 して待つこと,相手の行動を受けとめるこ
と,そ して,自 ら相手に向かって行動を起こすこ
とが主題になる。相手の動き (志向性)を受けて,
自らの動き (志向性)を作りださなくてはいけな
い点で困難さを伴う活動といえるが, これについ
ても歌遊びのなかで培っていきたいと考えた。M
は,片手の手をくすぐると, もう一方の手 も差 し
出して催促する。歌遊びの最後は身体全体をくす
ぐる活動が入っているのだが,その直前になると
くすぐられるという予測から,微笑みながら身体
をすくめて筆者の手を見て, くすぐる瞬間を待っ
ている。動作模倣は,相手の動作をよく見て,ほ
ぼ同時に自分の身体を同型的に動かさなければな
らない。自閉性知的障害児にとって,相手への注
視を持続させることは難 しいが,緒方 らも言って
いるように8)このような歌遊びは,楽 しい雰囲
気のなかで繰り返 しその機会を与えるという意味
で,有効な活動といえるのではないだろうか。
歌遊び ・やりとり遊びでは,相補的活動を中心
にした。たとえば,「触る一触られる」「くすぐる一
くすぐられる」「呼ぶ一答える」「引っ張る一引っ
張 られる」「押す一引く」そして,「投げる一受け
る」という,お互いの行動が一対となって一つの
まとまった行為が成立するものを活動のなかにと
りいれた。身体 レベルでの相補性は,情緒 レベル
の相補性を促す。これらの活動を通 して,Mと筆
者がお互いの存在を受けとめながら向き合う姿勢
が徐々に作り上げられていったように思う。
キャッチボールは直接的な同型模倣ではなく,
相手の動作と雰囲気を見て感 じて,それを引き受
ける態勢をあらかじめ形成 し,実際にボールを受
け取るという行動を起こさなければならない。さ
らに,引 き続き相手が受け取る態勢ができたこと
を確認 して,投げるという行動 もとらなければな
らない。それが,何度も二人のあいだで繰り返さ
れることで,キ ャッチボールという遊びが成立す
るのである2)。そのやりとりは,相補的活動の原
型であり,人 と人との関わりの基本を象徴的に表
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している。
自閉性知的障害児は,大人が意図する課題の意
味をきちんと受け止め,それに応えようと課題に
取り組んだり,できたとき嬉 しそうに大人の顔を
見て微笑むことは難 しいと思われていた。 しかし,
ゆっくり時間をかけて向き合えば, このような情
緒的な対人的交流も可能であることが明らかにさ
れたのである。
「自閉性」は, 自開性知的障害児の認識の広が
りと深まりを阻むものである。人との身体的なか
かわりを通 して,人への意識を開き,感覚 レベル
の快の状態を共有することで自閉性を緩和するこ
とができると考える。そういった意味で,音楽療
法的アプローチは自閉性を緩和するために有効な
方法であると思われる。今後,その有効性を実証
するための方法として,実施に際 して表情や身体
の動きの変化をビデオ分析により客観的に変化を
見ていく必要がある。また,科学的に実証されに
くいやりとりの変化をどのようにわかりやすく記
述 していくかも検討する必要があると思われる。
Ⅵ。ま と め
自閉性知的障害児に対 して,情緒の安定と対人
関係の成立を図るための音楽療法的アプローチを
行なった。症児は感覚一運動 レベルで 決｀'の状態
をもたらしてくれるボディーボールを好んだ。心
地よいBGMと心地よい身体感覚が重なり,心身
ともに開放された状態になったといえるだろう。
筆者は,そのち決'の状態を促進する働きを担い,
症児にとつて筆者の存在 もまた,ち快:と感 じるよ
うになっていった。
各セッションは,①ボディーボールによるリラ
クゼーション②歌遊び③手遊び④やりとり遊び⑤
認知活動という流れで行った。いずれのセッショ
ンも他者の動作を模倣したり,交互にやりとりす
る内容の ものを選んだ。 これは,他者 と向き合 っ
て,相手 と身体を同調 させることか ら,情緒的な
コ ミュニケーションの成立を図るためである。
自閉性知的障害児は,他者 と視線を合わせて向
き合 うとか,他者の意図を受 けとめることが難 し
いといわれているが,音楽療法的アプローチによ
り自閉性が緩和 し,情緒的な対人交流を促進する
ことが可能になった。
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